
～住宅用火災警報器の交換の目安１０年～

株式会社タカサキ興業
は住警器スクラムトライプロジェクト協力事業所です。

住宅用火災警報器維持管理の広報を応援しています。

点検方法は

裏面参照

電池切れ や 故障 で「いざ」という時に鳴らない！

そのようなことがないように

定期的に作動確認をし、

１０年経ったら交換しましょう。



住宅防火や住宅用火災警報器のご相談は、

八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部 予防課 TEL0178-44-2133

住宅用火災警報器の効果

●住宅用火災警報器を設置している場合、死者数は半減

●焼損床面積 と 損害額 も大幅に減少

住宅用火災警報器を設置すると、火災の被害を少なくできます！

※令和２年から令和４年までの火災報告からの集計

●てんぷらを揚げているのに、火を消さずその場を離れてしまった・・・

●たばこの火が座布団に落ちたのに、気がつかなかった・・・

●家族全員が寝ている夜中、放火された・・・

こんなとき、住宅用火災警報器がすぐに火災を警報音でお知らせ！

初期消火や、素早い避難をすることができます。

もしもの時に

住宅用火災警報器が作動

しなかったら・・・

そこで大切なのが、

点検 と 交換です！

いざという時に頼れる住宅用火災警報器

誰でも簡単！住宅用火災警報器の点検・交換

点検ボタンを押す

又は

点検ひもを引っ張る

設置してから10年を

経過した場合

作動確認をしても警報器に反応が

ない場合や、火災警報以外の警報

が鳴った場合は

本体の故障か電池切れです。

警報器の本体を交換しましょう。

警報器本体を交換しましょう。
※設置年数は、設置時に記入した設置

年月や、交換期限で確認できます。

●点検 は定期的に

●交換 の目安は10年


